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湧川清栄氏から蔵書恵贈

このたぴ附属国啓館で[~.氷年ハワイタイムスの編集長を勧め.また臼本国ホノルル総領事館の

副問であった楊川橋栄氏から磁舎前回目lO冊の寄闘を畳けました.

同氏は明拍41(19咽)年に本県の今届仁村に生まれ 12;jで，、ワイに誼り開制6年(1931)年に

ハワイ大学を相指されました。 第二次U!:~Uに戟中に米国本土で執録された、日本の小作制度に関す

る歯士は、戦後マァカ -<ゅー司令部が克施した農地角事政政策のモデルのーっとされています。また、

破後一li~< r沖縄教師国生金」を股立して開土から籾学生を捌き、沖縄の高等教rrの育成を図るな
どの救世前動を行いました。平庇元年71lには、これらの油輸に対してドl'純タイムス貫刊貴与され

ています。

今回の権問も 60余年にわたって収集された蔵牲を、摘出である仲刷のW.'i'のために世立てたい

という氏の強い桜躍が兆現したものです。帯附図書は太郎分が咋訪ですが、ジキーナリストであっ

丈氏町民置な凶心音示すように.人文科学、社会科学、自然科?の金制岐にまたがっています。

中でも、政治、軽務、社会学、文化人知学、歴史、地理符の分野が克兆しており、熱心な収集ぶ

りが盟えます.また 氏のご樽川ではありませんが、米圃文学町分野については、学内の関係数官
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に且ていただいたところ、世多くの初臨本が含まれるなど費量なコレクン書ンであることが隆也さ

れました.

個人からこれだ吋大量町都贈を畳けたのは 琉大始まって以来のことで.本学として感謝の君主を

表するためにハワイからご夫饗をお側きしました。12月 7日{水)に学長から感謝状を贈呈しまし

たが、県知事表敬助聞や蹄積等の間行事の合間仁 図嘗館にもお出でいただきました.整備された

r掛川コレクシaンJ を前にして、ご夫妻のいかにも感慨深げな、また安心された楠子がとても印

録的でした"1iiIしろ この様に安市飽館長がハワイの自宅を肋ねられた時には、各部畠とも昧から

天叫まで.Jf.の崎み抽もないほど本が捕まれ、このほかに也観戚や知人町紘に聞けてあったとのこと

です。氏の研究熱.('.d-~問曾に寄せる，f[I，\'<、入れは、間内案内町通rl " に伊i肱轡i\l文雌や向袋詰原七士服

に対する町聞からでも強〈感じることができま Lた.

現イ~f: q!)jJIIコレクシaンJは酎定的な整理作梁を終えて 1階秒雌に配製してお句 近〈所蔵リス

トを電算III力し、聞係機聞に配布する運びとなっています。 また、 rj~ JII コ レ クンヨノJ の昨しい

内特については.いずれ改めて制介する予定です。

湯川滑栄氏ご夫妻

りl

円円

湧川，膏骨文庫
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「j中綿風俗絵巻」について

一熊本大学附属問書館所蔵ー

VQI. 22 N04 19明

池邑正治

伝統的にわが同の文献研究は 松剛資料を特〈凡てきたきらいがある。しかし絵画資料は、その

明かれているものによっては、ことばより遁かに担官な情報を内包している場合もあるのであって

したがって世々はできるだけピジュアルナ資料を収聾して、その桝析を辿Lて 生き生きとした

「過去」を袋現 したいものである。

沖縄の伝続的な風俗を絵巻にして制介したものと行えば、これまで、ハワイ大学フランク ホー

レ 士郎仁所蔵されている 仲日担海山 (帯主州)の「沖縄風俗松画Jがよく知られている。1889

(明治22)年に捕かれたもので、 83年に本刊書締からカラ で、 折本のかたちで山版されているの

で ご覧になった人也多いかと!JJ.う。またこれとよく似た絵巻7炉、国会悶容館にも所殺されている

ので、これを且た人もおられるかも知れなし、

きて今回世比された絵巻は、これとまったく別のもので、舟山の絵巻よりも多〈のンーンカ句笛か

れており、それに位の仕上がりも色彩もなかなかよくできていて、その資料的f価値は青うまでもな

〈高u、。それ飲恭子の特置を述べて大ブJに*Il介Lたく思う。

この枯巷を発見したのは、本学附凶図書館の楠本健ー情報管理綿抵で 88年10fl31日 熊本大学

に出世した陪尭見、早速手配してカラ 桜写による附子本にして 今年町 2~ に本国待館で且られ

るようになったものである.

この絵巻は r沖縄風俗絵巻J といし¥旧五両の角朱印があ'J、戦前に収蔵されていることが分か

る。紙本 (巻子)。彩色。縦30センテ償20米17セ Jチ e作者 型作年代ともに不明。しかし後述

の理由で、明治初年から半ばにかけてのものであろう。ll11写に限りが此られないこと、つまり正確

なことから 作者は沖縄の人とみられる。

~1而はま阻をつけて52区闘に分けられている。先ずその表姐を相介する。

( 1 )首皇械 (z) [上下替制 (3) [入れ揖 (4)平民帰入札技 ( 5)王子 (6 ) 

王子婦人 (7)按司夫掛 ( 8) 平民!Jj女 (9 J旧軍小休 日0) E子世十五銭未満

(11 )土砂;男女 (12)士悠行両 (13)平民庄物克 (14)融機 (15)新郎 (16)新婦

(17)的紛 (18)脅躍遊瓦 (19)田舎酎入描梅j己 (20)薮柑完 (2()蒋昔話完 (22)豚H-

克 (田)糸満魚プよ (24)八重山削入 (25) 11-躍克 (26)西瓜;;(; (27)小間物売 (28) 

油揚先 (29)焼E腐克 (30)同時究 (31)茶克 (321祖国究 (33)強物完 (34)古稽

克 (35)絞物完 (36)豚肉商 t訂) '1'肉両 (38)山羊肉il"jj (39) S.l.~掴'.t'ì:. (40)佐山敵

前 (41)姉妹敵酎 (12)女手踊 (43)二才師 (-"'1現!(1色蜘 (45)扇舞 (461誕女(ユ

タ (47)三月舞 (48)尾類同 (49)綱ヲ 回)，1銭葬式 (51)甚所 (521洗作
以上52区刊のうち係者カ'Ifn白いと思ったもののうち、そのい〈っかを思いつくままにコメントす

ることとする。
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(5 )の 「王子J は、毘を訴えた中年の王子治'1前かれている。後ろに供の少年二人を世えている。

興味を苦|いたのは、ハチマテ(冠)町紐カ唱の前と後ろに二本見えることである。このハテマー7¥

現在では.三線の地方や伝統芸胞などの紛淡にみられ 耳の前に通しているが、例えば、 1832(天

保')年の江戸上りの舞踊絵巻や、明拍の10年代のケスッチと且1われる「神制人物同， (鹿児山県

立図書館組)など、つまり近世IUJの絵画責科はすべて、 羽田後Fうから酬が働か勺ている。これはこ

の中間的なものであろうか。

感山の「仲間風俗図， (以下 「図」と呼ぶ)と同じモチーフのものも若干ある。これはこ町絵巻

の庇立が、だいたいこの時代のものであることを暗示してもいる。まずこのことから指摘Lょう。

(2 )の I上下容赦]、 (， )の[入れmlは同じ葺却のものo (12) (1，)の r士肱行幽Jr平民
E物うtl1Jは、 rl司J では r/JII制反物売」を週却させる。(14)r融機」は、糸を繰ったり他機を能っ

たりしている女性が5人怖かれているが、そのうちの一人が‘ガジマルの釈に端を結んで縫を織っ

ている聞は、 r図」にもあり、作者不t則的「樹下植樹匝lj(県立防物館蔵)に也あって よく知られ

たt棺図である。

[絵巻]の、(15) (16) r新郎J r新崩Jの国1;1.テーマは、 r図」に行刊の図があり、またこの

そチーフは比高1.山の婚礼悶がよ〈知られている.その両方にない、新!sが、軍.¥1主どもに植れ傘の

l1l!を振り掛けられたり、耳元で鉦を叩かれたりして立地悪をきれている図が r絵畠」には捕かれて

いる。これは古い凪刊で、戦前まで地方に鈍っていた。

(18)的「育権滋甚」の凶は、述書抑で三線をひき、摘を飲みながら男女のかまびすしい1"も聞こ

えて〈るようであるが、これは貼立博物館の 司馬江棋の朱平吋イノのある 『蹄札i回甚之阻Jを且l

わせる喧騒である。

(却)から ('9)まで((剖)の「八m山崎人」を除いて)は 郎新東町に立った市の鵠子であ
る r中山伝恒品」に「女mJともあるように、そこは節制女の吊闘の場であった。近隣の縦村か
らここへ物資が集まる。このうら、 (211(22) (23) (27) (311は、 r回IJにも出ている。ピ←ず

パラソルのような大きな脊傘の下で女たちがそれそ'れの繭兇をしている。乙の胤世はその後の写真

にもあるので、戦前まであった凪世であろう E

(50) の「士族群式」 は士族の葬式円行列国で、これも次の「甚所」も、 q~j にある。蹄返し

宵うが、よれはモチーフが同じという宜日本であって。戸lじ同と宵うのではなし、

(20)の「貨相究」の聞は見性 (農民)の 天秤僚に担いで~~己り歩く閣であるが、この傍らの平

笠を織り、杖をつき、聞に笹を出っている若い女性の図は、 似たような構図で、 cf車Jに「田舎1;:.

世III畳り人J とあり、これまた叫立博物館Iに 「肺安女入国(田舎乙女の図)J (作者司梓)とし、う提

人面があり、 ま た雄踊「ムンジ ~IレーJ をも迎想させ、己のころのよ く知られた柵聞だったようで

ある。

(23)の 「糸満魚究」は、 mカ吋11に大きなJ'.J.をぶら下げて、 kはザルー柄、の1.(¥をiiJtに乗せて大股
で売り歩いている。これに対して「同」の「糸満人j，l，t5'ejはk性一入、のんびり究り歩いている。

「松世」の魚党閣は、その点で県博の rJ，(t:N.りの悶J (竹者米梓)によく似ているように思われる。

r./.(t売り図」では出は慣に大きな(f，を三尾さげ、女はザルに小魚をいっぱい入れて、その上6こ載を
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して悠:rh'.で市へrilJかっている.郎事事では1，'.¥売りと百ぇぱ/(，構の人と制織がpたまっていたから、両

者は風俗図という以上に 柑らかの関連があるのかも知れない。

ここまで、士紘の91性は、必ず日命を持っている。身分のaa』い人は供の子符を引き連れ.その手
には曾駄を持っている。これに対して腹A色村の男女は I~h'.で、必ず笠を持っていたり.散ったり

している.先手のMI織の女たちはみんなバ膝を If.てて陣勺ている.これは先の r伝情拍」町州爾に

もあって、古い判慣である.尻を地につけ両膝を立てて雌っている却が目立つ。今日ではまった〈

且られなくなったが.こうした座り方も一般的だったのであろう。慨を締めている女もいるにはい

るが、封筒をする農f.(t村の女まで.-ntlこ挟み込むウ y ンザーという椅f'lをしているのが多いのは.

若干意外な感じがしないではなL、
部瓢の物兇りでもう一つ気になるのは、 (28) ri削幼児」のところにある、小促'1.~をひっくり返し

たような素焼きの捕帯用の唖のことである。よく例べればもちろんこれを拡えている人は多いだろ

うが、録者の別辺にはこれを知っている人は少ない。それにもうその物もまった〈鴫っていない。

(30)の「焼幼虫Jのところにも.素焼きの鍋 (サークー=砂摘)などとともに出ているので、ご

くありふれた器で、ンールグヮー(地炉)といった.

(40)から (48) ((46)を除いて)までは、主催聞係である。(40)(41)町 r此山敵討J'師陣

敵討Jが絵画になっている聞は他にない円それだけに貴"rなふのである.作同していいのは‘ r伏

山」の鎧兜をLっかり滑た図であるaこれは都新中央の松岡ではまったく見られないが、本向北部

や多且問ぬや八重山では、こうした錨兜を活用した組Jifii)fよく且られる。もちろん総崩もこつだっ

た動かない証拠である。

(42) r女手踊」は、凶人の女ヵ<:iE笠を骸っている。この繍の代表的なnu，r伊野被節」てある.
この花霊的曜が.平3症と深鉢型の今日の花笠町中間的なJr~をしていて、これもこの粧が明治になっ

てからのものであることを滋付けている.

(43)の Tニオ嗣Jはニオザイ踊で拙IY'什岡田Jででもあろうか。

(44)の 「鮪fs師」は、今日では、「怯竹悌」を加えているが 以前は柏他師のみであった.鶴

fqの作り物金聞に報いているのはl罰lじだが、地方が琴 三柏市 太雌がすべて男性で、しかも小

乃は中閏楽に使っていた筒国の四肢{胡琴)である。これも珍し，'. 

(45)の r閉舞」はニオ両扇子踊で、 布争当なと ζFちでは 'tり口脱」がある。
(47)の「三刈持』は、 三月三日の女の師句で、手に手に小鼓を打ち円形になって闘っている。

七月町ウシデークに似ている.

圧巻は (48)の r尽知略Jの図で、これは沖縄では「二十日正月J といって.郎縦の辻町遊務町

立たちが、:tf駒嵐の駒形を前帝に怯んで、ユイユイ.ユイユイといって碑り歩いた年中行事のーつ

だった。例と三メー トル余の中には、綱引に111てくる銚m.直の畿年祭に11.¥る副乙舞いミロク、そ
れに舟老人 冊封俊行列.綱ll!liにも取り込まれている若衆妻鹿7J偉い.高平万織の紛袋、描明り節ら

しい揃など、まるでごった煮である。三組を弾いている者がすべて岡からかけた帯紐に三線を衝け

ているのも面白い.エイサーなどでかつて見掛けたこともある、と附いたこともある。これにもは

やりl握れカeあるらしい。
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(52)町 ri'l骨Jは、耳にいったん収めた置髄を取り出して泌漉させて厨子に納める務礼で、綾

近まで生局的に且られた.これには男"参加せず 』にばかりで執り行ヲことになっているが.この

聞には郷也混じっている。

見れI!且るほど興味が湧〈楽しい睦巻で、き権者也つい約点の紙面を大幅に超過してしまった.一

覧を必勧めするo いけみや まさはる法文学部教控琉球文学}

主 1 • z 

5王子 6王子婦人

Fず:

15新郎
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学術講演会の開催について

去るII!J16日 (木}に学術情報セノターの凶中久文管理部民を附飾として迎え、 2つの緑樹会を

開岨した。

先ず初めに沖縄出大学園舎館協醜会本僻の研修講演会では 「学術情報yステムにおける大学問

魯曲の世情」のテーマで!IIi賓があり、県下町大学、盟大問書館及び公共団書館から'16:Y，の*'加者が

あった。

構演では、大学園舎館、問符館行政欧米の同容館悦軒学術情報セノターなど、氏がこれまで

かかわってこられた鈍日な経験をもとに、大学図@酷及び大学問寄~fifiHが今後とも時代の置化1:聞

応しながら果たすべき位制等について話された。

また、醐繍金終了後は谷川舶の代表者と i'j・制地区における学術情報体制のあり方などについて、

観しく睦限された。

特別揖iif告では、 '1校近に必ける学術開銀ンステムの動向と学術情似センターの活動Jのテーマ

で調i斑きれ、学内外の研究者を中心に78名の参加者があった.

ここでは附和55勾1月に学術審脱会から寄宿された 『今f査における学術情報ンステムの在りかた

について」以降、技カqヨにおいて権且されて寿た防縮鎗町慨聾や、世米の学術開体との健機を古む

学術制線センターの事業について紹介があり、されにこれらのことがらがよ学等における研究活動

とどのように闘っているかについて 具体的な岡を挙げながら論じられた.

また、白隠滅佐もいわゆるCJ K (中国断、日本語、朝鮮蹄)の電揖坦理に伴う掃局直ftの問題等闘
際的な且地からの質疑が続けられるなど、i>加l者の熱心な理艇が印l!1深かった.

この間前告が、学内且!1~J内町今後の研究活動や図書館活動にと って 大きな刺激となることを

WI持したい。
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「図昏館サーピスと著作権保護について思う こと」

~平成元年度 図書館等職日著作柿実務講習会を受講してー

山 ill 道干

犯の検績がら今回の草作続講予司会に宰加できたことは、たいへん有意義であったと官、います。日

頃の片応の仕方.仕事の内谷については、償問に世いマノキリと首つては甜!鮮がありますが、過去

からの継続できして不都合もないことから大過なく過ごしていましたが、楠門会に参加して、色々

と新しくIZ拙きせられ‘なにげなく対比していた利用者への愈曲が、自分で也置わった気がします。

考えてみると 匝かにやっていることは、排習会以前と、在化はありませんが、同じ対応の仕方

の内にも 帯11僚の'1同riil'iをかすめます，中には耕作般に低触するのではと思われる利用者カ旬、た

りLて.その時には興味を持って対処しています。

きて、在、は直J妻、図書館町サ ピス業務に舵わっていまLて、レフ ァレノスサー ビスやコ ピー

サーピス等を割当していますが、著作品1保瞳との聞わりの中で、布、なりに感じたゆや、疑問に思っ

た事など若!ありま すので それぞれの中で述べたいと思いますo

身近な|市旭でーよくおζりがちな事ですが、ある数百が1冊の本の全)'(コピ が献しいと、担写

依頼に来たところ 務作織法により金目的世写は山来ないと閉すと、次の日 2牧町依頼書を持っ

て米て 前'i'l'lはA大学へ、後半n'jRA学へ値制するように官って来ま した.問書描nが気付か

ずに受理すれば依制された大学では知るよしもなく、刊問者は日的ヵ。十えられる択です。しかし、

その線にすると、問liiに怯が破れるということがとlじ、背刊備を保護する体制が十分間肱してい生

い点に 弘は時に1fI臨時を感じます。

また定期刊行物においては 発行陸相当則聞を杭過した務作物は、会諭文筏製カわ』められていま

すが、今までの軒験上、新刊の方がよりコピ 依頼が多いよワです。私の学生時代のことから娯L

ても、利}Jj者の気持が分かるだけに、なかなか断りづらいこともあり、立場」ふ 舟可する駅にもい

かず困っています。

以上のことを考えると 著作楠を保援することについては その法伊に網目が大き〈、保護法自

体、十分理解されていない感があり ます。そういった'1'怖の中では、 1人1人が今回の械な講料金
全世論L 内容且lJ'>Ji盟を同施恕し、法fJtの眉;かない所に筑を配りながら 訟を側面からノ《ック

ア γ プすることが今の恥遣に探せられているまt務だと捕時しています。

そういう意味に必いて、特に著作償法の錦習会は、法を理解する上で意韓慌いものだったと.¥ll，い

ます。

しかし、これらはエピローグが出てこないプロローグの楠なもので、 JI1に耕作織と爾っても前述

の崎な複製織だけでなく、耕作隣接備などの実iJj(家の惰判、レコー ド製何者の織布l と色々あ

りますが正直在の科学町産物であるコンピューターおよびそのオンライン化、ファクンミリ的性能

向上、ピデオの普Ii等により 問姐がより複線化しています。

現，rでも保謹法の強化、体系仕が主lがれている小、中央町宮崎潤会だけでなく、地方独自の揮官会、
あるいは分科会を定I~I的に行うことが忠告だと感じます。

10ー
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.fL. l;t今f最も'l'if¥怖について学刊を続けながら、サーピス業務と、法を守らなければならないこと

とのパラ rス会考えつつ.閣僚曲軍務に梅わっていきたいと思います。

電算化日銀
(1989年9月-12月)

9 JI 6日(水)LEVEL30噂人作君開始 (-12月26臼)

国<'fl!í\l駐E路地l~化吾日会(耳~3 回)

週間漣絡嵯会蛾(自信9回)

(やまざと みちこ 童書考調査係)

8日(水)OPAC検肘，¥、岳民会 (tin回~第10回、ー12)'1'4日1

20日(水)亜聞連絡涯金鴎〈第101[1)

IO}j 2 日{月)官上通K~ リーズ説明会

5日{本}情報処理セノター講習会「統計デヂタ処理パヲケジANAI.¥'ST J 

(-6日.嘗1"者本鰐務鎗t栄'11111

1113 (水}官上過講習会 rOSIV Al~i オンライン位計」

(-13円、郁湖、参Jn山本婦)

31日 (火)術上過自修習会 rAIMリカパリー」

(-IIJI2阿部紙、容Jm者本郷栄野1¥1)

11月8日 (ぷ)NEC r4管企「オ J ヲイ〆ンステムの1王様J.'情鰍辿惜キヲトワークJ

(-10 Il、部輔、害加者栄野1¥1)

27日 (月)周骨制措務電算化番目会 (第4回)(OPACについて)

11月29日(水)情報処肌セJ タ との打合せ (OPACについて}

30日[本)日士通との打合せ {OPACについて)

12月11日(!j)NEC 鎌判会 rCQBOL入門、プログラミングJ (-15目、船糊 診断行 =~~野 111) 

131.1 (水)前一[，過との打合せ (OPACについて)

"、 20日(日)(本)字術情側センタ}オンライン目括ンステム連川テスト

11 



流星求大学附属問書問符i

〈法文学館〉

地下;" iFrri 

教官著作寄贈ご案内
1989. 5. -1989. lJ 

¥'01. 22 N04 1989 

宜野座付字怯凶(古知国)の指l踊集(l(野座村且文化財 (7) I戸、下) 立野座村敏背番目会

1989 

ぬ控 邦

( I )描集 jljl削町政治と社会(I~減科学霊訪咽) ひるさ社 1989 

( 2)現代沖縄町地方政拍とl主l内的 国際的環境(附和62.63年度特定叫究紀聾) 琉球大学法

文学師 J989 

長後同 世

近代会計の脱聞 今井日二先生古希記念鎗集緬集委日会編千台舎周 1989 

〈韓育学部〉

金波掴英子

沖縄の宜主化の特世 】蝿8

新用怖IH

( I )沖縄に必ける財人的世割に閲する研究 {昭和6 1年~日年度特学研究費 (ー般f~lI!C)研究

報告轡) 丸稗 】989

(2 )棋合と地域社会ー沖縄村 会に必ける模合に閲する一考綴 (DESIGN OF LIF"E 生活文

It史 No13) H本生前文化史学会 19田

前原武子

執行心理学ーコンピテノスを育てる *7:1 平之、前r~(武子細務 師村山肱 19田

〈理学部〉

宇地瓜敏夫

PhOlocata1ylic Propenies and l.umInescellce ()f Cadmium Sulfidc Scmicoud¥'cior 

Powders. 1989 

本川連総

(J) r生物町形とバイオメカニクスJ スティープン A ウムインライトil( 本川逮陸間

東海大学出版企 19田

( 2)カセヲ トテープ

O雄総大学公開2荷崩 r歌う生物学J 1989 

O φ T湖底の歌， 19曲

O φ r動物は動(J 1986 

O 今 「デニぇ クの審依J 1989 

12 
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く工学部〉

岐本線雄

沖縄の袋詰世間 九州大学1.1¥版会 19田

上jj;( 方成

Vnl. Z2 Nrl4 1989 

講泌品 沖縄の水資源開1姐ー現場地蝕工学よのnri川辺としてー州制開発庁北部ダム事務所
1989 

く名昔教盟〉

外聞宏三

外聞~，三先生退円 1.2企誌同過官記念事業会 1989 

兼品 情

兼山消先生ill官配念:t.¥ 同退官配意'"霊会 19朗

杉浦 JE糊

通勤整理学石河手I/"<l'，杉浦正岬共制排出品事1: 1989 

く学生部〉

( 1 )流球大学公開講座 9 c巴，t:#聞のL、とからだJ 琉球大学 1989 

(2) 今 10 c地域からの措想J 琉球大学 1989 

図書館事情

[人事異動]

く平成元年10月1日付〉

情報官理課隈世補正 大成喜久次(嗣阿南 q草川等専門学桂}

前情報管理跳畳入悟 慶間帯二(隠ーをL剖宮本幌荷聴取務係へ)

情報官理課畳入係 平良符代子(前医学部医IJf.目黒外来係)

情報管理課畳人係 伊佐牧-{-(前情報管理(調整理係)

情報官理課監理部 訪朝久夫(前科報管理調査人低)

く平成元年11月1日村〉

間報管里健課整理係 上原理提 {新)J!探H/)

[主な行事]

平成元年9月22日 (金}紋送大学ピデオ学習セノタ に閲する懇親会、放送太学

9月288 (木)平成元年波九州地区国立大学同容館協融合実務者連絡会師、九州大学

13 
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9月29日 (金)草181固図書館運営委員会

課題 1 規担等の藍怖について 2. 皇学部監学科との酷従事項について 3 問符

加資料の整備について

報告司JJji:1.梅川砧轡吐入 鮫』虫について 2 共通回，!f'ttについて 3 利用者オ

ノライン目品 (0P A C) と機械化について 4 ピデ才テ プの世11¥について 5 

学術怖報ンステム講演会の間微について(平成元年1l}116B) 6 放送大学地区ピ

デオ学習セ〆ターについて 7 その他

11刈6日 (月)高19回沖縄研究資料阻集小委員会

1iiI囲 1 平成2年度「伸縄問係文献資料保存τ1¥業計画」について 2. 琉球大学附

属同舎熊沖縄問係資料にl則する取扱聾喧J 町吐正について 3 沖縄関係文献情報

データベースの何j正について

報告事項 1. -'¥[成元年IJr沖組問係文献資料保存事業続置による購入資料について 2 

劣化マイクロフィルムについて

11月9日(木) - 10 日 (金)平成元年度回京大学附凶同脅陪~I~務部長会f夜、東京

II flI3日(月)ー"H (火)都10回大♀図t書館研究集会 .1 1 1•柿回大学

IllJ 16日 (木}学術講演会

1同盟 椴近におけるγ'1Ii情報ンステムの動1('Jと学術情報センタ←円前勤

講師 団中久宝学術情鰍セノター管理i'%長

II月16日 (木)沖縄県大半図書館協部会側修講協会

協組学桁I縦誌ンステムにおける大学問書館の祉制

講師 団中久文学術情報セ〆タ 管理部長

11 !l16日 (木)-ml (企)第3回国立大学図舎館協議会シンポジウム(箇地区)、 仲戸

I2JJ 7日 (水)揖川市栄氏への昭J針状附呈式

医学部分館コーナー

平成元年IOfJ3日(火)軍25回運営署員会

IJI姐 l 医学科大学院世世(学生進行椴終年度}に伴う平成2il''.:度新鋭購入コアジャーナルの選

定について 2 凹OLOGrCALABSTRACTS の今能町取扱いについて 3 庇球大学附属国

脅館刊用創伎及び同施設利¥11内似の見直しに伴う分館利朗組担及ぴ拘置利用内総の廃止について

報告1IiJj:i:1. ~K義昭吾目的jlHf;について 2. t.í~37回九州地区医学図書館協融会について 3 

惚写機の噌股について 4 試験問休日閣舶について 5 その他

[寄贈図書緩誌] 平成元年7JJ-lllJのご寄附分について

オリエノ ト山版社殿 r蛙骨 整形外科JAlj尊大;f;j 全13巻
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、う品A ~. (生理学)殿 rCCllulal' ， i叫 ~ Io l ecu lar Ncurobiology J Vol. I -8 

[lfill家内]

細菌学

1. I先制H滴学入門 ('1一地太成 汗属議利久嗣) 市山令、 1988 分m:QW4

宥生虫学

2 此品寄4:.!1t(佐野法人 ItHl]常印刷分闇 QX4

公衆衛生学

3 環境白容(環境J-j樹) 附刷163得度阪 大嵯符1'11刷同 198B 分矧 WA670

4 礎来物~'I監 1989$1 服 申境磁書新聞lI: 1988 分矧 WA778

臨床医学

5 問解臨保栄養学 (池川謀総他) 医向薬I!¥蹴 19凹分館(:WH4QO 

6 血情アルプミノ(庁本やー即他緬) 講話tl: 19割 分f11:WA4叩

7 ポヲカス消火時制学りi':.lkrk幅 」匝殺必監訳)1 肉付件前 19回分lfi: W [ [00 

泌原生殖器系

8 叫'*器悪性腕働管理マニュアル{鵬1m宇治 問場古:J'm編) 医興社 1989 分間 :W J IGO 
内分過系

9 内分泌柑ケーススタディ (ji~ A<ι谷 飯野史郎編) IW常時院 19四分知 WKI即

時人科学

10 産勝人科病理学君断闘訓 {"H地帽他) 脊体由院 1981 分割 W P141 

庄虜科学

11 泌修皮膚科学{阿山茂先制制止堂 1988 分M:WRI剖

小児科学

12 小児疾忠生活J拍車マニAアル (市川三泊他緬何止世 1989 分間 w S2叩

1 3 小児野腕嗣ハンドプヲク (卯川 I ~~韓 伊藤克じ幅者 ftjil:虫 19拙 分知 wS320 

老人医学 慣性寵愈

14. ~化(英機真) 化学1，，1人 1985 分矧 WTI刷

局配

15 柑院事監{叩生符健IU政情日韓務，:幅) 医学符院 1989 分納 W X22 

16. .n、謹学生町ための日本u;l虫 (折謹史研究会緬) 同学轡院 1田9 分頭 WYII 

17 止17.'の心を聞く (小林司 舷J十俊子} メヂカルフレンド杜 19岨分額 WY87 

18 侠忠別看置過担のIi"期 成人制 1 (1[1口瑞睡チ 1 古同Id'f監修) 学刊研究社 1989 

分対i:WY  150 
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編集後記

[お知らせ]

年末'1崎町休館及び聞臨時間 (本館同学部分飢)

12Jj26日

12 }~27 口

12月28日

{火) 1 
}間飯田 30-17 国

{水) 1 

(-!:)ー 1月， (木}有末年拍のため体制

1月5日{金)閉館 08:30-17 曲

1月6日(上)より佼川開館

月ー会 08:30-21 凹

土 08 却-11 曲

);る"月 6日(月}から10日 (童)までの聞に.附属図骨掴本館と医学部分舶の2合所で、ア

ンケート醐査を軒いました。

これは.2査符週間にちなみ、問診館町議曾充実を目的とLて.利ml骨町うら本学の罪主主だけを

対象に実施したもので、両館で1.3却名町方から回答が寄せられました。ご協)Jいただいた智織

にはこの柵を2苦情りして.~事〈御礼申し上げます。

この調査によって‘判用の書体や田智館への要盟が浮き彫りにされていますが、鮮細について

は次号で制介したいと思います。ご阿l侍ください.

凪'*太学附属悶舎館線 電びぷりお.!む22巷 第<1.fj-(泊etl¥85号]

平成元年12月四日 量行

斑球大学附栃園舎曲 〒田3-01沖縄県<1'顕織再販価f'1'千Iil1 '骨地

電話(09岨9)5-2221内線(2143) ぴぷり必編集要員会
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